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タイトル

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－１

Ａ－０

Ａ－６

Ａ－７

Ａ－８

Ａ－９

建築特記仕様書（１）

建築特記仕様書（２）

解体特記仕様書（１）

解体特記仕様書（２）

配置図、付近案内図

解体特記仕様書（３）

解体特記仕様書（４）

部分配置図､面積表

解体　平面図

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

解体　立面図

解体　基礎伏図

解体　小屋･屋根伏図

解体　矩計図

新設　平面図

新設　立面図

新設　基礎伏図､基礎詳細図

新設　小屋･屋根伏図

新設　矩計図

赤碕中学校自転車置場改築工事

(有)アーク設計工房　琴浦事務所
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第２６２２８７号　　
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杉嶋　信次
琴浦事務所建築工事仕様書（ 1 ）

－ １

NO　SCALE

赤碕中学校自転車置場改築工事 Ａ

２０２２．９

※発注者の指示による

※発注者の指示による

用途地域（　　　　　　　）　防火地域（　　　　　　　　）

（１．７．２）

屋上緑化システム

　　るものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

　② 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

６

　① 品質及び性能に関する試験データを整備している。

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

２ 官公庁その他への手続

（１．１．３）

電気保安技術者

（１．３．３）

３

環境への配慮

（１．３．７）

（１．４．１）

発生材の処理等

工事安全計画書４

５

建　築　工　事　仕　様　書

２．特記仕様

１．共通仕様

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

１　

一
般
共
通
事
項

適用基準等１

章

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築

修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を表す。

（３）　項目に記載の（　　　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　　］内表示番号は、改

足場その他１

（２．２．４）

２

（２．３．１）

２　

仮
設
工
事

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　施工者 ○○○○○○建設
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　事業協力のお願い

　現在の進捗率○○％

　事業の目的

　　　　　連絡先　○○－○○○○

　　ご協力よろしくお願いします。

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　　建築住宅課　○○班

1
,
2
0
0

御通行中の皆様へ

　　現場責任者 ○○ ○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　施工者　○○○○○建設

　　　　 ○○○○○○設計

　設計者 ○○○○○○設計

　　　　　　 延べ面積○○○○m2

　構造・規模 鉄筋コンクリート造 ○階建

　工事名　○○○○○○新築工事

900 1,200

1
,
6
0
0

 地色　白

 地色

 5ＹＲ6.5/11
 マンセル記号

 地色　白

 地色　白

 地色
マンセル記号
5ＹＲ6.5/11

 地色　白

建　築　工　事　中

　監理者 ○○生活環境局 建築住宅課

　鳥取県○○総合事務所生活環境局

　　　　　　　建築住宅課　○○班
　　　　　連絡先　　鳥取県○○総合事務所生活環境局

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

                ※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

３ 表示板

工事用水

工事用電力

４

５

６

７

工事用仮設物

工事現場の

イメージアップ

１　

一
般
共
通
事
項

１　

一
般
共
通
事
項

化学物質の濃度測定

（１．５．９）

Ⅱ．建築工事仕様

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数

 各工種の工程毎 カラーサービス判 ※　工事記録写真

２部

２部 ・　外部　　箇所

 カラーサービス判 ※　完成写真

 ・　  カラーキャビネ判  ・　内部　　箇所 　部

　部 ・　外部　　箇所

 ・　パネル  カラー ２部 ・ 四ｯ切　　箇所

 ・　半切　　箇所

 ・　全紙　　箇所

 ・　

完成時の提出図書

 ・　電子データ又はネガの提出[工事記録写真]　　（ ・　要　・　不要）

 ・　電子データ又はネガの提出[完成写真]　　　　（ ・　要　・　不要）

ダウンロード可能）による。

（１．３．１１）

材料の品質等

（１．４．２）

７

鉄骨柱下無収縮モルタル

無収縮グラウト材

オーバーヘッドドア

防水剤

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

可動間仕切

移動間仕切

トイレブース

床型枠用鋼製デッキプレート

グレーチング

トップライト

エポキシ樹脂

煙突用成形ライニング材

床点検口

天井点検口

乾式保護材

ルーフドレン

既成調合モルタル

鋼製建具

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

錠前類

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

軽量シャッター

吸水調整材

アルミニウム製建具

ポリマーセメントモルタル

既成調合目地材

鋳鉄製ふた

８

防水施工

ブロック建築

防水工事

自動ドア施工

ガラス施工

建具工事 サッシ施工

左官工事 左官

建築板金

金属工事 内装仕上施工

スレート施工

屋根及びとい工事 建築板金

木工事 建築大工

タイル工事 タイル張り

石工事 石材施工

コンクリートブロック・ＡＬＣ ・　コンクリートブロック工事作業

・　アスファルト防水工事作業

・　ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・　アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・　合成ゴム系シート防水工事作業

・　塩化ビニル系シート防水工事作業

・　セメント系防水工事作業

・　シーリング防水工事作業

・　改質アスファルトシートトーチ工法

・　ＦＲＰ防水工事作業

・　石張り作業

・　タイル張り作業

・　大工工事作業

・　内外装板金作業

・　スレート工事作業

・　鋼製下地工事作業

・　内外装板金作業

・　左官作業

・　ビル用サッシ施工作業

・　ガラス工事作業

・　自動ドア施工作業

技能士

（１．５．２）

コンクリート圧送施工

とび

鉄工

鉄筋施工

型枠施工

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

仮設工事

工事種目 技能検定作業技能検定職種

・　とび作業

・　鉄筋組立作業

・　型枠工事作業

・　コンクリート圧送工事作業

・　構造物鉄工作業

とび ・　とび作業

塗装 ・　建築塗装作業

　《技能士名札参考図》

職　種

級　別

氏　名

血液型

勤務先

自　宅

発行　　　○○○○○○○○会

 　建築大工

 　１級

 　○山○夫

 　○○工務店

 　○型

 　鳥取市

□ 技 能 士 技能士の職種により色を変えることも可

技能士の種別

技能士の級の別

技能士本人の住所

名札の発行元

写真　(30×40)

５
５
 
mm

９０ mm

９

 ※　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　　　　　　　　　２　部

・・※

・ ※ ※

・・※

・

・

※

・

・

※

※ ・ ・

・・

※ ・ ・

※※・

・・※

※ ・ ・

・※・

・※・

・※・

・

・・※

機 械電 気建 築

※

※※

・

・

 屋上設備

 屋内・屋外設置

 アンカーボルト

 基礎

 ・　電気室、自家発電室などの基礎及びピット（蓋を含む）

 ・　自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及び

 補強

 切込

 ・　ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

 補強

 仮枠

 補強

保全に関する資料

 スリーブ・箱入れ

（１．７．３）

 ・　照明器具・幹線等の吊りボルト用インサート（釘処理共）

いて、監督職員と協議を行うものとする。

等（報告書等）を用意する。

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

判断基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和２年２月７日変更閣議決定）」（環境省のホームページから

る。

　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられている。

　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性がある。

　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っている。

　③ 安定的な供給が可能である。

　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している。

エーエルシーパネル施工 ・　エーエルシーパネル工事作業

　　防水工事作業

パネル工事

畳工事

内装工事 内装仕上施工

塗装工事 塗装

サッシ施工

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工 ・　金属製カーテンウォール工事作業

・　ビル用サッシ施工作業

・　ガラス工事作業

・　建築塗装作業

植栽工事 造園

舗装工事 路面表示施工

排水工事 配管

表装 ・　壁装作業

・　建築配管作業

・　溶解ペイントマーカー工事作業

・　加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・　造園工事作業

・　畳製作作業

外壁改修工事 樹脂接着剤注入施工

左官

タイル張り

・　樹脂接着剤注入工事作業

・　左官作業

・　タイル張り作業

畳製作

・　プラスチック系床仕上げ工事作業

・　カーペット系床仕上げ作業

・　ボード仕上げ工事作業

（２級及びﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系仕上げ工事作業を含む）

・　木製建具加工作業建具製作

ガラス用フィルム施工 ・　建築フィルム作業

１部

　工事期間 令和○年○月から○年○月まで

　令和○○年○月工事完成予定

記入要領

１．書体は角ゴシックとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

　　監督職員が指示するものとする。

監督職員事務所等

　　測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放し、３０

　　分間換気する。

　②５時間閉鎖

　　①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納

　　部分の扉は開放したままとする。

　③測定

　　イ　②の状態のままで測定する。

　　ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定が行えな

　　　　い場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間帯の中央

　　　　となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

　　ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

　④分析

　　測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

　⑤その他

　　監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受ける。

 下記のものを監督職員に提出する。

 設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

 工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事

 担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

 ※　建築工事標準詳細図（平成２８年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標

　　 準詳細図」という。）

 建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す

 ・　引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・　再生資源化を図るもの

 化学物質を放散させる建築材料等

 材料・機材等の品質及び性能

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たすもの

    ものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

    とし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾を受ける

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

 能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

 下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

 （技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

 また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する。

１）測定対象室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を測定

２）パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う。

　①３０分間換気

    し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する。

  ・パラジクロロベンゼンを追加して分析を行う

    測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 地表面粗度区分　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

 積雪区分　平成１２年５月３１日 建設省告示第１４５５号　別表（　　　　）

 ※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　１　部

 ※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

 ※　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　２　部

 ・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

ガラス施工

 ・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

 ・　保証書

 ・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

 ・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

 ・　

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示事項による。

 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

　工事編）平成３１年版」（以下、「標準仕様書」という。）による。

ただし、アスベスト成形板の処理等は、国土交通省官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成

（５）　関係法令（条例を含む）の改正等により、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等につ

　　 ・　コンクリート塊　・　アスファルトコンクリート塊　・　建設発生木材

　①から④を満たすものとする。

　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　② 接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　③ 接着剤は可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　建築材料以外の材料

　① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

１）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

　① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

２）ホルムアルデヒド放散量の区分において、規制対象外とは次の①又は②に該当する材料を指す。

３）ホルムアルデヒド放散量の区分において、第三種とは次の①又は②に該当する材料を指す。

 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の

 調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器

 する。

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有す

　　場合は監督員の承諾を受ける。

備考

 下記のものを監督職員に提出する。完成写真

 完成図の種類及び内容

 ・　案内図・配置図・面積表 ： 配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む（ＢＭの表示）。

 ・　立面図 ： 外壁仕上等を表示する。

 ・　断面図 ： 階高、天井高等を表示する。

 ・　仕上表 ： 屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する。

 ・　構造図 ： 杭、構造躯体等を表示する。

 ・　その他（　　　　　　　　　　　　　）

 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

 構内既存の施設　　・　利用できない　　・　利用できる

 ※　建築工事監理指針（令和元年版）　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

項　　目 特　　記　　事　　項

（１．７．１～３）

10

11

12

16

※

　　１．工 事 場 所

　　　　　番号　　　　　名　称　　　　　工事種別　　　　　構　造　　　　　階数　　建築面積(㎡)　　延べ面積(㎡)

　　４．建 物 概 要

Ⅰ．工　事　概　要

　　３．地 域 地 区　　都市計画地域（・内　・外）　市街化調整区域（・内　・外）

３１年版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。（鳥取県条例を考慮する）

火災保険等

環境配慮

建設リサイクル法

鳥取県福祉の

まちづくり条例

省エネ法

景観形成条例

 工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

 （保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋２１日）とする。）

 鳥取県公共事業環境配慮指針　 ※　対象工事　　　・　非対象工事　　　　　　　 

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

 ※　対象工事　　・　非対象工事

17

18

19

20

21

22

　発注者 琴浦町

 ・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

　　　　　　　設備工事との取り合い

 ・　天井点検口

 ・　テレビアンテナ

 　　ドアクローザ、フロアヒンジ

 　　壁の切込加工、下地の補強

 ・　埋込型機器取付用の天井

 　　仮枠及び埋込部分の補強

 ・　埋込分電盤・端子盤・プルボックスの

 ・　軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

 ・　鉄骨造の開口及び補強

設計ＧＬ

設備工事との取り合い

耐荷重及び耐外力

 ※　図示による　　・　（　　　　）

 建築基準法に基づき定められた区分等

 基準風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

 ・　コンクリート壁、床、梁貫通部

 ・　機器類のコンクリート基礎

13

14

15

 ・　平面図 ： 室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する。施工範囲及び使用材料名を記入する。

 ・　建築物解体工事共通仕様書（平成３１年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 ・　建築改修工事監理指針（令和元年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

 ※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）

 ・　内部　　箇所

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする。

　　２．敷 地 面 積　　　　　　　　　　　㎡

施工図及び施工計画書

 ※　設ける　　　　　㎡程度　　・　設けない

 下記のものをＡ４版ファイルにて監督職員に提出する。

 ※　解体､新築工事に使用

指定なし指定なし

３７，８９７．２８

13-C

13-B

13-A 1自転車置場 新築 鉄骨造 32.05㎡ 32.05㎡

1自転車置場 新築 鉄骨造 32.05㎡ 32.05㎡

1自転車置場 新築 鉄骨造 32.05㎡ 32.05㎡

　外部4ヶ所､内部3ヶ所

鳥取県東伯郡琴浦町赤碕1922-1

 ・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）

手すり先行専用方式により行う。



D R A W I N G  N O

N O .

有限
会社

一級建築士　

アーク設計工房アーク設計工房
S

H E A D C H I E F D R A W T I T L E

第２６２２８７号　　

ＴＥＬ　０８５８－５２－３５９９／ＦＡＸ　０８５８－５２－３５９９

杉嶋　信次
琴浦事務所

－

NO　SCALE

２

建築工事仕様書（ 2 ）

赤碕中学校自転車置場改築工事 Ａ

２０２２．９

　　　　　　　　　　　・標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さ　　・　　

　　・構造関係共通事項による　　・　

 鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）

・　

（６．３．１）

（６．６．３）（６．８．２）

（９．７．３）（１１．１．３）

せき板の材料及び厚さ

　　※合板(※12mm　　・　　　) Ｇ （但し、グリーン購入法基本方針における「合板型枠」

　　　の備考３の表示にある合板型枠を用いる場合に限る）

　　※メッシュ型枠（使用部位　※構造図による）

　　・床型枠用鋼製デッキプレート（施工範囲　※構造図による）

　　　コンクリート及びグラウト打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する場合は、

　　　強度、変形等について、事前に監督職員と協議すること

断熱材兼用型枠

スリーブの材種・規格等

　　※標準仕様書6.8.3（i）（2）（ⅰ）から（ⅳ）による　　・構造図による

　　・使用しない

　　・使用する　※25㎜ 以下かつ熱抵抗値1mh℃／kCal 以上　　・　

コンクリートの単位水量測定

　　・行わない

　　・行う

　　　実施要領　　※構造関係共通事項による　　・　

コンクリートの試験

（6．9．1～6）

路床の材料

     種別                               材料 厚さ(mm)

・図示・盛土 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 　・Ｄ種　

・・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

(22.2.2、3、5)(表22.2.1)

路床

（表２２．２．２）

（２２．２．２、３、５）

・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン　　・切込み砂利・凍上抑制層 ・図示Ｇ

・

・フィルター層 ・図示

・ ・

・砂

・砂

  ・添加材料による安定処理

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 　　　　　　　

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　） 　　　　

　　添加量　　　　　　kg（目標CBR　・3以上　・　　　　　） 　　

　　目標CBRを満足する添加量の確認方法

　　　　　　・安定処理土のCBR試験　　　　 ・　

　・ジオテキスタイル

 　 単位面積質量　　　　・60g/㎡以上　・ 　　　　

    厚さ(mm)　　　　　　・0.5～1.0　　・ 　　

    引張強さ　　　　　　・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・ 　　　　

    透水係数　　　　　　・1.5×10cm/sec以上　　　　 ・ 

  砂の粒度試験　 ・行う　　　　・行わない 　　

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　　　　・行わない 　　

  路床締固め度の試験　・行う　　　　・行わない 

　現場CBR試験　　・行う　　　　・行わない

路盤

（２２．３．２、３、５）

（表２２．３．１）

路盤の厚さ　 ・図示　 ・  

路盤材料　

 ・ クラッシャラン 

 ・粒度調整砕石

 ・ クラッシャラン Ｇ  

 ・粒度調整砕石 Ｇ

　 　種類

 ・ クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ

 ・粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

 ・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

　路盤締固め度の試験　 　※行う 　 　 　 ・行わない　  

砕石

再生材

　アスファルト  ・ 再生アスファルト Ｇ　 　　・ ストレートアスファルト

　骨材　　　　　・道路用砕石　　　　　　　 

　　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ

加熱アスファルト混合物等の種類

      区分          地域                    種類

　・寒冷地域 

　・密粒度アスファルト混合物(13) 

　・細粒度アスファルト混合物(13) 

　・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ) 

　表層
　・一般地域 

   舗装の種類

コンクリート舗装

コンクリート舗装の構成及び厚さ

　車路及び駐車場

　歩行者用通路

       部位 　　　構成

　・図示

　・図示

　・図示　・　　

　※７０　・ 

           厚さ(mm)

  コンクリート　　　・標準仕様書表22.5.1による　　・　　　　　 

  早強セメント　　　・使用する　　　・使用しない 

  注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

　種類、間隔、構造　※標準仕様書表22.5.2及び図22.5.3による　・図示　 

５ カラー舗装

（２２．６．２～４）

            カラー舗装の種類

　・加熱系

　・常温系

　・アスファルト混合物

　・石油樹脂系混合物

　・　

　・車路

　・歩行者用通路

   　　部位 　　　　構成

　・図示 　・図示

   厚さ(mm)

試験　

路床安定処理　　

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示　・ 

材料 

アスファルト舗装

（２２．４．２～６）

（表２２．４．４）

３

シールコートの施工　 ・行う　・行わない 

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない 

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

　　　　　　　　　・ 

縁部立下り寸法等　　・図示

材料

コンクリート舗装

（２２．５．２～４、６）

４

目地

カラー舗装の構成及び厚さ

常温系カラー舗装の着色部の下部　　・アスファルト舗装　　・コンクリート舗装

材料 

  添加する材料　　・着色骨材（　　　　　）　・自然石（　　　　　） 

配合 　

  結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量  ・　　

　ニート工法及び塗布工法の配合等　・ 　　

２２

舗
装
工
事

１

２

埋戻し及び盛土

（３．２．３）

３　

土
工
事

表３．２．１　埋戻し土　　　種別　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

・　建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良

　土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六

　価クロム溶出試験を行う

・　建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良

　土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六

　価クロム溶出試験を行う

建設発生土の処理

（３．２．５）

※　構外指示の場所に処分

・　構内指示場所に敷き均し

・　構内指示場所に堆積

盛土　　　　　種別　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

山留めの撤去

（３．３．３）

　存置範囲（・図示　・　　　　　　）

１

２

３

砂利地業

（４．６．２～３）

厚さ及び使用範囲

使　　用　　範　　囲厚さ

・

材料　　　　　　※　再生クラッシャラン　Ｇ　　・　切込み砂利及び切込み砕石

※　６０

捨てコンクリート地業

（４．６．４）

厚さ及び使用範囲

厚さ 使　　用　　範　　囲

※　５０

５

６

コンクリートの仕様　　※　６コンクリート工事　６無筋コンクリートによる

・基礎下　　・土に接するスラブ下

・基礎下　　・土間コンクリート下　　・土に接するスラブ下

・図示による

・図示による

４　

地
業
工
事

継手の工法

継手工法と適用径の範囲部位

・　柱主筋

・　基礎スラブ、耐圧スラブ

・　梁主筋

・　土圧壁など

・　耐震壁

・　杭主筋

鉄筋の継手位置　　・　構造関係共通事項による　　・　構造図による

鉄筋の継手長さ

備考規格の名称 呼び径（㎜）種類の記号

異形鉄筋

（鉄筋コンクリート

使用箇所

用棒鋼）

※　ＳＤ２９５Ａ

※　ＳＤ３４５

※　Ｄ１６以下

※　Ｄ１９以上

１

（５．２．１）

鉄筋の種類

表５．２．１　

５　

鉄
筋
工
事 種類の記号 呼び径・寸法・形状（㎜）使用箇所

外観試験

抜取試験

※　行う（全数）

２

（５．２．２）

溶接金網

圧接完了後の試験３

（５．４．９）

・溶接金網

・鉄筋格子

※　超音波探傷試験

・　引張試験　　試験ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。

鉄筋の継手

（５．３．４）

※　重ね継手　　・　

※　重ね継手　　・　

※　ガス圧接（Ｄ１９以上）　　・　

※　ガス圧接（Ｄ１９以上）　　・　

・　重ね継手（Ｄ１６以下）　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

・　重ね継手（Ｄ１６以下）　　・ガス圧接（Ｄ１９以上）

　　柱及び梁の主筋　　※４０ｄと標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さのうち、大きい値とする

　　　　　　　　　　　・標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さ　　・　　

　　上記以外の鉄筋　　※標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さ

・　構造関係共通事項　図５．４による（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　）

基礎梁主筋の継手５ ・　構造関係共通事項　図５．２による（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　）

・　構造関係共通事項　図５．３による（　※　全て　　・　構造図による　　・　　　　　　　　）

６ 鉄筋の定着長さ

（５．３．４）

柱に取り付ける梁の引張り鉄筋

上記以外の鉄筋

　　・　標準仕様書　表5.3.4の定着長さ　　・　

　　耐力壁の鉄筋　　　※４０ｄと標準仕様書　表5.3.2の重ね継手長さのうち、大きい値とする

　　※　４０ｄと標準仕様書　表5.3.4の定着長さのうち、大きい値とする

　　※　構造関係共通事項による　　　・　

（５．３．５）

７ 鉄筋のかぶり厚さ及び

間隔（溶接金網含む）

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

最小かぶり厚さ（目地底よりかぶりを確保する）

　　・構造関係共通事項　表４．１による

　　・　

　　※無し　・有り

施工箇所

　最小かぶり厚さは下表による

・塩害の恐れがある部分 ・２０　　・３０　　・図示

※１０・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する面

構造関係共通事項の値に加える寸法（㎜）

図示による

図示による

４

 　・なし

 　・有り　適用箇所（　　　　　）　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

 耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

１ コンクリートの種類

Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡）

６　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

3
容積質量（ｔ／ｍ　）

スランプ

（㎝）

及び強度 気乾単位

２．３程度

設計基準強度

２．３程度

コンクリート

レディーミクスト２

セメントの種類

３ セメントの種類

・　

※　普通コンクリート

・　１８

※　１５

・　１８

※　１８

※　１５

・　１８

表６．３．１　

表６．２．１　

適　用　場　所

　・基礎　　・基礎梁　　・土間スラブ

　・土間コンクリート

（６．２．１）（６．４．１～２）

（６．３．１） 使　用　部　位

※普通ポルトランドセメント又は

混合セメントのＡ種

・高炉セメントＢ種　Ｇ

（６．２．１～４）

・　２１

※　２４

※　Ⅰ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８「レディーミクストコンクリート」への適合を認証されたコンクリート）

・　Ⅱ類（ＪＩＳ　Ａ５３０８に適合したコンクリート）

４０２Ｊ／ｇ以下

７日目

２８日目

適合するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く

３５２Ｊ／ｇ以下
水和熱

普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ　Ｒ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに

・フライアッシュセメントＢ種　Ｇ

骨材の種類

混和材料

アルカリシリカ反応による区分４

５

※　Ａ

・　Ｂ　（　※コンクリート中のアルカリ総量 Ｒｔ＝３．０ｋｇ／ｍ　以下）

（６．３．１）（６．５．４）

・　混和材（ＪＩＳ　Ａ６２０１に適合するフライアッシュのⅠ種又はⅡ種、若しくはⅣ種、

　　　　　ＪＩＳ　Ａ６２０６による高炉スラグ微粉末、ＪＩＳ　Ａ６２０７によるシリカ

　　　　　フューム又はＪＩＳ　Ａ６２０２による膨張材とする。）

3

　　　　　　化学混和剤の塩化物イオン量による区分はⅠ種とする。また、防錆剤を併用する

・　混和剤（ＪＩＳ　Ａ６２０４に適合するＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とし、

６ 無筋コンクリート

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍ㎡） ※１８

セメントの種類　　　　　　　　　※　普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種

・　高炉セメントＢ種　Ｇ

スランプ

（６．３．１）

（６．１４．１～３）

適用箇所　　・標準仕様書６．１４．１（ｅ）　　・　

※１５又は１８　　・　

・　フライアッシュセメントＢ種　Ｇ

７ ひび割れ誘発目地

打継目地

ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する

間隔　　※　図示による　　・　

位置　　※　図示による　　・　

目地寸法　　※　標準仕様書９．７．３による

コンクリートの仕上り

（６．２．５）（６．６．６） 適　用　箇　所種類

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・　Ａ種

・　Ｃ種

（６．８．３）

表６．２．４　８

打増し厚さ 打増し厚さ

　・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

　　プレートが支持される梁の側面について下記の打増しを行う

（６．８．２）

９

　・外装タイル後張り面の打増し処理

　・床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面部の打増し処理

　　※１０ｍｍ　　・２０ｍｍ　　・　

　　※２０ｍｍ　　・　

　　・１０ｍｍ　　・２０ｍｍ　　・　

　　※２０ｍｍ　　・　

型枠

（６．８．２～４）

　　　　　　場合はＪＩＳ　Ａ６２０５による防錆剤とする。）

１０

１１

　・建築躯体（上記除く）

　・上記以外

　・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

・　Ｂ種

・

新設土間ｺﾝｸﾘｰﾄ部 φ6.0×100×100

新設基礎部､土間部
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N O .

－

NO　SCALE

赤碕中学校自転車置場改築工事

解体　特記仕様書（１）

Ａ ３

２０２２．９

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

２．特記仕様

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

１．共通仕様

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

Ⅰ．工　事　概　要

建築物解体工事仕様書

　　３．地　域　地　区　　都市計画地域（　・内　・外　）　市街化調整区域

　　４．建　物　概　要

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築物解体工事共通仕様書

（３）　項目に記載の＜　＞内の表示番号は、解体共通仕様書、［　　］内の表示番号は改修標準仕様書、（　　）内の表示番号は

標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５）　各仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している場合において、それら

が関係法令の改正等により（条例を含む）抵触する場合には、関係法令等の遵守［１．１．１３］の規定を優先する。

Ⅱ．建築解体工事仕様

いう。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

等を用意する。

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和２年２月７日閣議決定）」（環境省のホームページからダウ

ンロード可能）による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」（以下、「標準仕様書」と

　（平成３１年版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）による。ただし、解体共通仕様書に記載されていない事項は、

発生材の処理等 ・　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・　再生資源化を図るもの

　　採取箇所数　　計　　箇所

　　分析個数　　　計　　箇所

・第二次判定

・除去処理工事

　除去範囲　　　　※図示

・　ＰＣＢ含有シーリング材の処理

・第一次判定

・ひ素・カドミニウム含有せっこうボード

・　せっこうボードの処理

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再資源化（再資源化施設）　　　　・最終処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　採取箇所　　　※図示

官公庁その他への手続

電気保安技術者

担当技術者の職務を補佐し、当該工事の工事期間中自家用電気工作物の保安の業務を行うものとする。

工事安全計画書

＜１．１．３＞

＜１．３．３＞

＜１．３．６＞

＜１．３．１０＞

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

・石綿含有せっこうボード　　　公共工事改修工事標準仕様書９章による。

工事現場におく電気保安技術者は、鳥取県総務部営繕工事自家用電気工作物保安規定第５条に定める工事

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする。

る。

建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出す

適用基準等１

章 項　　目 特　　記　　事　　項

※　建築工事標準詳細図（平成２８年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標準詳１　

一
般
共
通
事
項

　細図」という。）

※　建築改修工事監理指針（令和元年版）　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築工事監理指針（令和元年版）　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）

　　１．工　事　場　所

用途地域等　（　　　　　　　）

　　　　　番号　　　　　名　称　　　　　　工事種別　　　　　構　造　　　　　 階数　　建築面積（㎡）　　延べ面積（㎡）

５

２

３

４

　　２．敷　地　面　積　　　　　　　　　　　㎡

指定なし

１

３７，８９７．２８

解体・撤去 １鉄骨造自転車置場 106.54ｍ2106.54ｍ2

鳥取県東伯郡琴浦町赤碕1922-1
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ＴＥＬ　０８５８－５２－３５９９／ＦＡＸ　０８５８－５２－３５９９

杉嶋　信次
琴浦事務所

N O .

－

NO　SCALE

赤碕中学校自転車置場改築工事 Ａ ４

解体　特記仕様書（２） ２０２２．９

　令和○○年○月工事完成予定

足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式、または（３）手すり先行専用足場方式に

・　設けない

足場その他

＜２．２．２＞

１

＜２．２．２＞

騒音・粉じん等の対策 ※　設ける（適用範囲、高さ等は図示）

２

・　防音パネル　　・　防音シート

監督職員事務所 ※　設けない

・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　）

・　構内に新設する　規模（　　　　㎡　）

＜２．３．１＞

３

表示板

記入要領

１
，２

０
０

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

９００

建　築　工　事　中

１．書体は角ゴシックとする。

　　監督職員が指示するものとする。

　鳥取県○○総合事務所生活環境局
　　　建築住宅課　○○班
　　　　　連絡先　○○－○○○○

　構造・規模　鉄筋コンクリート造　○階建

　　　　　　　延べ面積○○○○ｍ２

　監理者　○○生活環境局　建築住宅課

　設計者　○○○○○○設計

　　　　　○○○○○○設計

　施工者　○○○○○建設

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　現場責任者　○○　○○

　地色　白

　５ＹＲ６．５／１１
　マンセル記号
　地色

御通行中の皆様へ

１，２００

１，
６
０
０

　施工者　○○○○○○建設
　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　○○－○○○○
　発注者　鳥取県
　　　　　連絡先　　鳥取県○○総合事務所生活環境局
　　　　　　　建築住宅課　○○班
　　　　　　　ＴＥＬ　○○－○○○○

　事業の目的

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　現在の進捗率○○％

　事業協力のお願い

　　　工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解と

　　ご協力よろしくお願いします。

　（拡大カラーコピーを張り付けてもよい）

　　簡単なパース、又は立面図を掲載する

　地色
マンセル記号
５ＹＲ６．５／１１

　地色　白

　地色　白 　地色　白

　　　※　工事表示板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　お願い表示板

工事用水 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

工事用電力 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

工事用仮設物

工事現場の

イメージアップ

４

５

６

７

８

　工事名　○○○○○○解体工事

・　備え付ける備品（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　　

・　内部足場の種別　　　　　　※　脚立、足場板等　　・　

・　外部足場の種別　　　　　　・　枠組足場　　・　くさび緊結式足場　　・　単管本足場

・　材料、撤去材等の運搬方法　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種

足場を設ける場合は、標準仕様書２．２．４（ｂ）によるほか、設置においては「手すり先行工法による。

より行う。

　工事期間　令和○年○月から○年○月まで

２　

仮
設
工
事

構内既存の施設　　・　利用できる　　　・　利用できない

下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技技能士

［１．６．２］

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

仮設工事 とび ・　とび作業

　《技能士名札参考図》

職　種

級　別

氏　名

血液型

勤務先

自　宅

発行　　　○○○○○○○○会

　　建築大工

　　１級

　　○山○夫

　　○○工務店

　　○型

　　鳥取市

技能士の職種により色を変えることも可

技能士の種別

技能士の級の別

技能士本人の住所

名札の発行元

写真　（３０×４０）

５
５
　
ｍ
ｍ

９０　ｍｍ

□　技　能　士

能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する。

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数 原版の大きさ（ｍｍ）

　・　　２４×　３６以上　各工種の工程毎　カラーサービス判　※　工事記録写真

　・　　２４×　３６以上　カラーサービス判　※　完成写真

下記のものを監督職員に提出する完成写真

　・　 　カラーキャビネ判 　部 　・　　２４×　３６以上　・　　箇所

　・　電子データ及びネガの提出［工事記録写真］　　（　・　要　・　不要）

　・　電子データ及びネガの提出［完成写真］　　　　（　・　要　・　不要）

　・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

　・　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

　・　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　　　部

完成時の提出図書

７

８

施工図及び施工計画書

建設リサイクル法 ※　対象工事　　・　非対象工事

火災保険等

９

１１

１０

　・　残存物等図　

　・　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　　　部

　・　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

１部

　下記のものを監督職員に提出する。

　完成図の種類及び内容（改修前後の状態が分かるように整備する。）

　・　案内図・配置図　：　配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む。

  ・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける。

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

（保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋２１日）とする。）

６

１部

　　　　　　　　　　　　　　　・　仮設ゴンドラ　　・　移動式足場

　　　　　　　　　　　　　　　・　受注業者の施工計画による

・　外部足場の防護シート　　　・　設置する　　・設置しない

　・　　自転車置場

※発注者の指示による

※発注者の指示による
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－

NO　SCALE

赤碕中学校自転車置場改築工事 Ａ ５

解体　特記仕様書（３） ２０２２．９

１ 事前措置

＜３．２．１＞

浄化槽、排水槽等の汚水及び汚物の回収、洗浄、消毒等

２

＜３．９．２＞

杭 杭の解体

杭の解体工法

　・　引き抜き工法　（・　振動　　・　ケーシング）

３ 樹木等

＜３．１０．１＞

４ 地下埋設物及び埋設配管 地下埋設物及び埋設配管の解体

＜３．１１．１＞

５ 埋戻し、盛土及び整地

　埋戻し及び盛土の材料

整地の高さ

　・　現状ＧＬ　　・　図示による

＜３．１２．１＞（３．２．３）

　　・　行う（箇所　　　　　）　・　行わない

　・　行う　（杭頭から　　ｍまで　　・全長　）　　・　行わない

　・　行う（・　伐採　　・　伐根）　（図示による）　　・　行わない

　・　行う　（図示による）　　・　行わない

　・　行う　　・　行わない

　・　破砕による解体

３　

解
体
施
工

建設廃棄物の種類 中間処理施設又は再資源化施設の名称等 所在地（ｋｍ）

・コンクリート

・木材

・アスファルト・　　

　コンクリート

・金属類

　建設副産物の搬出先として、以下の施設への搬出を見込んでいる。これは、他の施設への搬出を妨げる

建設廃棄物の種類 所在地（ｋｍ）再資源化の有無 再資源化施設の名称等

・蛍光ランプ

　HIDランプ

・硬質塩化ビニル管

　及び継手

・ガラス

１ 再資源化等

＜４．４．１＞

※　現場説明書による

・　

※　現場説明書による

・　

・　木材を指定建設資材廃棄物として処理する。

４　

建
設
廃
棄
物
の
処
理

ものではない。なお、搬出先を変更する場合は理由を付して協議を行うものとする。

種　　　類 利用する箇所

２ 産業廃棄物広域認定

制度の活用

＜４．４．２＞

種　　　類

３ 最終処分 ・　（安定型）

・　（管理型）

備考所在地（ｋｍ）受入施設名称等

種　　　類 備考所在地（ｋｍ）受入施設名称等

＜４．４．４＞

４ 処理に注意を要する

建設廃棄物

＜４．５．１＞

種　　　類 利用する箇所

再資源化し現場で利用する建設廃棄物

・CCA処理木材

種　　　類

・石綿含有せっこう

　ボード

・ひ素・カドミウム

　含有せっこうボード

所在地（ｋｍ） 備考

・製造業者に改修を委託

・埋立処分

１ 施工調査

＜５．１．２＞ 仕様等（型式、厚さ、数量）材　料　名

２ 特別管理産業廃棄物

の処分等

＜５．１．３＞＜５．４．１＞

特別管理産業廃棄物の種類 所在地等（ｋｍ）処分場の名称

・　廃石綿

※　図示

・　工事対象範囲

調査の範囲

５　

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

草（樹木）の伐採伐根及び移植　※隣接地よりの樹木等は協議による

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　町保有黒土

中間処理施設又は処理施設名称等

解体後の埋戻し及び盛土

※　現場説明書による

・　

※　現場説明書による

・　

・小形二次電池

野口運送

野口運送

東和資料

赤碕ﾄﾝﾗﾝｽﾈｯﾄ
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－

NO　SCALE

赤碕中学校自転車置場改築工事

解体　特記仕様書（４）

Ａ ６

２０２２．９

５　

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

３ ＰＣＢ

＜５．４．３＞＜５．４．４＞

ＰＣＢを含む機器類　　・　有（数量は図示）　　・　無

ＰＣＢ含有シーリング材　　・　有（施工範囲は図示）　　・　無

分析調査　　・　行う　　

４ 廃油

＜５．４．５＞

廃油　　・　有（数量は図示）　　・　無

５ 廃酸・廃アルカリ

＜５．４．６＞

吸収冷凍機、直だき吸収冷温水機等の臭化リチウム水溶液等　　・　有（数量は図示）　　・　無

鉛蓄電池及びアルカリ蓄電池の電解液　　・　有（数量は図示）　　・　無

ダイオキシン類

＜５．４．７＞

サンプリング調査　　・　行う

解体方法及び処分方法　　・　図示による

６

　ＰＣＢを含む機器等については、監督職員の指定する箇所に保管する。

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け

施工調査１ 施工調査

＜６．１．２＞ ・アスベスト含有建材の事前調査

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査範囲（・　　　　　　・図示　　　　　　　）

材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

　・分析によるアスベスト含有建材の調査

分析対象

２ アスベスト粉じん濃度

測定

＜６．１．３＞

※　県有施設の石綿除去等に係る施工業者の登録制度による登録を受けている業者が工事を行う。

　　　分析方法

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　　　　※ＪＩＳ　Ａ１４８１－１又は１４８１－２「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」

　　　　・　

材料名 定性分析 定量分析

・（箇所数：　　） ・（箇所数：　　）

・（箇所数：　　）・（箇所数：　　）

・（箇所数：　　） ・（箇所数：　　）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　・図示　　　・　

　　　分析結果については、監督職員に報告する

６　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

測定２

適用 測定名称 測定時期 測定場所

※

※

※

測定１

測定３

測定４

測定５

測定６

処理作業前

処理作業中

処理作業後

（シート養生中）

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

負圧・除塵装置の排出

吹出し口

処理作業室外

（敷地境界）

処理作業室内

・各１点　　・各２点　　・各３点

・各１点　　・各２点

・各１点　　・各２点　　・各３点

出口吹出し風速１ｍ／ｓｅｃ以下

の位置　　　・各１点　　・各２点

・計１点　　・４方向各１点

・各１点　　・各２点

測定点（各施工箇所ごと）

　・アスベスト粉塵濃度測定

　測定時期、場所及び測定点

３

＜６．３．２＞＜６．３．３＞

アスベスト含有吹付け

材の除去

　・アスベスト含有吹付け材の除去

　　　　　　　　　　　・　

　　　除去対象範囲　　※　図示

　・アスベスト含有保温材等の除去

除去したアスベスト含有保温剤の処分

　　　除去対象範囲　　※　図示

　　　作業場の隔離　　・　行う

※　埋立処分(管理型最終処分場)　　・　中間処理（溶融施設）

　・アスベスト含有成形板の除去

除去したアスベスト含有成形板の処分

・アスベスト含有石こうボード

※　埋立処分(管理型最終処分場)

・　埋立処分(管理型最終処分場)　　・　中間処理（溶融施設）

アスベスト含有成形板

の除去

＜６．５．２＞＜６．５．３＞

４

５

アスベスト含有保温材

等の除去

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止　　※　密封処理（※湿潤化　・セメント固化）

※　埋立処分(管理型最終処分場)　・　中間処理（溶融施設）

　　　除去工法　　　　※　解体共通仕様書6.3.2(a)(1)～(4)による

＜６．４．３＞＜６．４．４＞

処理作業後

１週間以降）

（シート撤去後

測定７

測定８

処理作業室内

調査対象室外部の付近

・各１点　　・各２点　　・各３点

・各１点　　・各２点

・１０　　・　

メンブレンフィルタ直径（ｍｍ）

試料の吸引流量（ｌ／ｍｉｎ）

試料の吸引時間（ｍｉｎ）

　測定方法

測定３ 測定１，２，４，６，７，８ 測定５

２５ ２５

・１　・　

・５　・　

　　　・５　　　・　

　　　・１２０　・　 ・２４０　・　

４７

採取箇所は図示

施工調査

＜７．１．３＞ 調査の範囲材　料　名

※　図示

分析調査　　・　行う

分　析　方　法

特殊な建設副産物の

＜７．１．３＞

回収及び処分

・　ハロン

・　フロン

・　イオン化式感知器

・　六フッ化硫黄(SF6)ガス

・　PFOS（ﾍﾟﾙﾌﾙｵﾛ（ｵｸﾀﾝ-1-ｽﾙﾎﾝ酸））

回収又は処分を行う副産物の種類 保管場所・処分場

の所在地等

回収業者又は処分場

の名称等

対象機器名称

・　

１

２

７　

特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

・アスベスト含有石こうボードを除くアスベスト含有成形板（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ､ひる石ﾓﾙﾀﾙ）

　　　除去対象範囲　　※　屋根大波スレート
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全体　配置図　 Ｓ＝１：１０００

Ａ ７

２０２２.９

±0

±0

±0

-7,800

-2,800

-2,800

±0

±0

-500
-1,000

側溝 W=500
全面床版

道路中心線

側溝 W=500
全面床版

側溝 W=500
全面床版

道路中心線

申請地

前面道路の中心の高さ
-850

解体建物：自転車置場
S造平屋建て
L30.18×D3.53=106.54ｍ2
特定行政庁との協議による

工事中ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ
ｶﾗｰｺｰﾝ､ｺｰﾝｳｪｲﾄ､ｶﾗｰﾊﾞｰ

旧給食ｾﾝﾀー

赤碕武道館

グランド

確認済証

H17確認建築鳥取県庁０００２５号
平成17年5月26日

①
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⑧

⑨

H

⑩

I

⑪

⑫

D

D

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地
境界
線隣

地
境
界
線

隣地
境界線

隣地
境界
線

隣地
境界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

隣地境
界線

歩
道

車
道

前
面
道
路
　
県
道
下
市
・
赤
碕
停
車
場
線

法
第
４
２
条
第
１
項
第
１
号
道
路

道
路
境
界
線

歩道

車道

道路境界線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

道路境界線

(接道長さ ：
259.20ｍ) 前面道路　

町道中学校
東線

法第４２条
第１項第１

号道路

道路境界線

歩道

校門

⑬-C ⑬-B ⑬-A

　解体建物　新築建物

■敷地面積　37,897.28 ㎡（前回確認申請書による）

付近案内図

全体　配置図　S=1:1000
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２０２２.９Ｓ＝１：２００部分配置図､面積表､面積計算式

ﾎ ｲ

ﾊﾄ

ﾁ ﾆﾍ ﾛ

ﾘ

ﾇ

ﾙ

ｦ

建築面積はA､B共

建築面積はC､D共

建築面積はE､F共

建築面積はG共

建築面積はH共

①　管理棟

②　西渡り廊下

③　東渡り廊下

④　ｴﾚﾍﾞｰﾀ棟

⑤　教室棟

⑥　部室棟

⑦　昇降口

⑧　体育館

⑨　技術棟

⑩　配膳室棟

⑪　ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫

⑫　相撲場

⑬-A 自転車置場

⑬-B 自転車置場

⑬-C 自転車置場

既存建物　計

既　

存　

建　

物

面　積　表（単位：ｍ2）

全体　合計

建築面積はI共

S造平屋建て解体建物(自転車置場)

新 

築 

建 

物
新築建物　計

±0 -500

解体建物
土間先端

解体建物
土間先端

解体建物
壁心

解体建物
土間先端

新築建物
壁心

解体建物
土間先端

新築建物
柱心

新築建物
柱心屋根の先端新築建物

柱心

新築建物
柱心

屋根の先端

屋根の先端

新築建物
柱心

解体建物
壁心新築建物

壁心

新築建物
柱心

解体建物
土間先端

新築建物
柱心

新築建物
柱心

新築建物
屋根の先端

解体建物
壁心

新築建物
壁心

壁心
壁心

壁心
壁心

壁心

屋根の先端

屋根の先端
屋根の先端

工事中ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ
ｶﾗｰｺｰﾝ､ｺｰﾝｳｪｲﾄ､ｶﾗｰﾊﾞｰ

解体建物：自転車置場
S造平屋建て
床面積：106.54ｍ2

ロ

イ

合計

ト

チ

合計

合計

リ

ヌ

ル

ヲ

符号 符号平均高さ(ｍ) 面積(ｍ2)長さ(ｍ) 平均高さ(ｍ) 面積(ｍ2)長さ(ｍ)

符号 符号平均高さ(ｍ) 面積(ｍ2)長さ(ｍ) 平均高さ(ｍ) 面積(ｍ2)長さ(ｍ)

符号 符号平均高さ(ｍ) 面積(ｍ2)長さ(ｍ) 平均高さ(ｍ) 面積(ｍ2)長さ(ｍ)

4.360

0.156

0.036

ハ

ニ

ホ

ヘ

7.3507.350

4.360

7.350

4.360

7.350

4.360

7.350

4.360

7.350

4.360

0.057

0.177

1.147

0.157

0.419

0.772

23.420 2.495

新築建物１（13-A）地盤面算定表　※平均高さはKBMよりの高さを示し､KBM+100を設計GLとする

新築建物２（13-B）地盤面算定表　※平均高さはKBMよりの高さを示し､KBM+200を設計GLとする

新築建物３（13-C）地盤面算定表　※平均高さはKBMよりの高さを示し､KBM+290を設計GLとする

0.245

0.182

0.167

0.230

1.801

0.794

1.227

1.003

4.825

平均地盤面　＝　2.495ｍ2　÷　23.420ｍ　＝　0.107ｍ

平均地盤面　＝　設計GL+0.007ｍ

23.420

23.420

0.290

0.239

0.258

0.309

2.132

1.042

1.896

1.933

7.003

平均地盤面　＝　4.825ｍ2　÷　23.420ｍ　＝　0.206ｍ

平均地盤面　＝　設計GL+0.006ｍ

平均地盤面　＝　7.003ｍ2　÷　23.420ｍ　＝　0.299ｍ

平均地盤面　＝　設計GL+0.009ｍ

建 築 面 積 B1 床 面 積 1F 床 面 積 2F 床 面 積 3F 床 面 積 床 面 積 合 計

敷 地 面 積

820.29 726.93 727.71 1,454.64

46.13 46.13 46.13 92.26

111.25 111.25 51.25 162.50

30.10 30.10 29.16 27.90 87.16

743.85 743.85 743.85 743.85 2,231.55

213.84 156.00 133.20 289.20

1,487.56 118.00 1,400.52 297.27 1,815.79

259.91 218.18 218.18

284.90 236.90 236.90

71.31 65.31 65.31

11.22 11.22 11.22

29.16 29.16 29.16

4,109.52 118.00 3,775.55 2,028.57 771.75 6,693.87

96.15 96.15 96.15

32.05 32.05 32.05

32.05 32.05 32.05

32.05 32.05 32.05

4,205.67 3,871.70 2,028.57 771.75 6,790.02

37,897.28

118.00

106.54 106.54 106.54

30.18×3.53　＝　106.535　→　106.54ｍ2

●解体建物　床面積計算　※特定行政庁との協議による

1棟当り：7.35×4.36　＝　32.046　→　32.05ｍ2

3棟合計：32.05×3　＝　96.15ｍ2

●新築建物　床面積計算　※特定行政庁との協議による

3棟合計：32.05×3　＝　96.15ｍ2

1棟当り：7.35×4.36　＝　32.046　→　32.05ｍ2

●新築建物　建築面積計算　※特定行政庁との協議による

◎工事における特記事項

　　著しい違いが見られる場合は発注者、監理者、受注者にて協議する。

　3.既存自転車置場の土間、基礎解体においては地盤面下の構造を示す

　2.工事部分と教室棟の間に汚水管及び汚水桝が存在しているため

　　施工に当たっては破損しないように充分留意すること。

　4.自転車置場の新築に際しては隣棟間による延焼線は発生しない。

　　現状図面が存在していないため、想定した断面としている。

　　特定行政庁との協議による。

　1.工事中はﾊﾞﾘｹｰﾄﾞにて工事範囲と一般部を分離し関係者の安全に留意すること。

　5.工事日程等については発注者及び学校と協議を行うこと。

教室棟

　解体建物　新築建物

新築建物3
⑬-C

新築建物2
⑬-B

新築建物1
⑬-A

部分　配置図　S=1:200
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Ｓ＝１：１００解体　平面図

Ａ

２０２２.９

９

1/52.5

+120

+145

+48

+565 +180 +242 +322 +370 +390 +390 +400 +413 +433 +441

+468+470

+578+580

+457

+581

+438

+593+590

+430

+592

+412

+578

+400

+586

+348

+582

+280

+581

+218

+575

+175

+100 +195 +274 +326 +390 +417

+468

-32

-75 -25 +80 +150 +204 +262 +300

+298

+317+298+120 +190 +235 +238+233 +255 +270+50
K.B.M：±0

+479

+474+467+447+440+417+407+354+289+227+188

ｴｱｺﾝ室外機

既存　汚水桝
鉄蓋φ215

既存　汚水桝
鉄蓋φ215

既存　汚水桝
鉄蓋φ215

既存　汚水桝
鉄蓋φ215

既存　汚水桝
鉄蓋φ215

既存　汚水桝
鉄蓋φ215

教室棟

+400 +363 +302 +238 +178 +174 +160 +155 +124 +110 +110

既存　平面図　S=1:100
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Ｓ＝１：１００解体　立面図

Ａ １０

２０２２.９

KBM±0

現況地盤面 KBM±0

KBM±0

KBM±0

現況地盤面

KBM±0KBM±0

現況地盤面

柱脚天端柱脚天端

柱脚天端 柱脚天端

柱脚天端柱脚天端

現況地盤面

現況地盤面

現況地盤面

現況地盤面

KBM±0

KBM±0

現況地盤面

柱脚天端 柱脚天端

ｹﾗﾊﾞ包み谷樋 ｹﾗﾊﾞ包み谷樋

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ
30×25×20×0.6t

柱脚：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 柱脚：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

竪樋 竪樋

竪樋竪樋

屋　根
大波ｽﾚｰﾄ葺き（ﾌｯｸ止め)
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

屋　根
大波ｽﾚｰﾄ葺き（ﾌｯｸ止め)

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

谷樋

谷樋

ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ
30×25×20×0.6t

i

i

b b

d

d b

b

b

b

c

c

仕　上　表

屋　根

外　壁

床

柱

胴　縁

樋

仕切り柵

梁

母　屋

e

f

g

大波ｽﾚｰﾄ葺き（ﾌｯｸ止め)　※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材
ｹﾗﾊﾞ包み：GL鋼板0.6t×W200×H150程度

φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上　縦格子：φ12×17本/1ｽﾊﾟﾝ

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上　G.PL-6×100×130

谷樋：GL鋼板0.6t加工、受：FB-4.5×32@375
竪樋：VU100（自在ﾄﾞﾚﾝ共）　4ｹ所

i

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上　ｺﾝｸﾘｰﾄ200t、側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
柱脚：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

a

h

d

b

c

φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上　ﾂﾅｷﾞPL-6×D100（2段）
B.PL-12×350×550、A.BOLT 6-M16

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上
縦部：B.PL-9×100×230、A.BOLT 2-M12

杉板8t縦張り、ｺﾝﾊﾟﾈ12t下地、立上り部：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ：GL鋼板30×25×20×0.6t

S=1:100既存　東面立面図　

S=1:100既存　西面立面図　

S=1:100既存　南面立面図　 S=1:100既存　北面立面図　
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Ｓ＝１：１００解体　基礎伏図

Ａ

２０２２.９

１１

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置

全体平均地盤
KBM+168

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装40t
撤去
再資源化処理処分

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装40t
撤去
再資源化処理処分

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ｶｯﾀｰ切断位置
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S1

S=1:100既存　舗装撤去図　

S=1:100既存　基礎伏図　
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Ｓ＝１：１００既存解体　小屋 ･ 屋根伏図 ２０２２.９

Ａ １２

屋根：大波ｽﾚｰﾄ
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

ｹﾗﾊﾞ包み
GL鋼板0.6t

W200×H150程度

ｹﾗﾊﾞ包み
GL鋼板0.6t
W200×H150程度

谷樋：GL鋼板0.6t加工
受：FB-4.5×32@375
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小屋ﾌﾞﾚｰｽ 1-M12、F.B-6×38、G.PL-6、H.T.B 1-M16

φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上　ﾂﾅｷﾞPL-6×D100（2段）、G.PL-6、H.T.B 2-M16
B.PL-12×350×550、A.BOLT 6-M16

φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上、G.PL-6、H.T.B 2-M16

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上　G.PL-6、H.T.B 2-M16

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上　G.PL-6、H.T.B 2-M16
縦部：B.PL-9×100×230、A.BOLT 2-M12

S=1:100既存　小屋伏図　

S=1:100既存　屋根伏図　
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Ｓ＝１：１００解体　矩計図

Ａ １３

２０２２.９

KBM±0

東面　平均
現況地盤面

KBM±0

西面　平均
現況地盤面

梁G1
水上天端

梁G1
水下天端

柱脚天端

梁G1
水上天端

梁G1
水下天端

柱脚天端

ｶｯﾀｰ切断

柱脚天端

南面　平均
現況地盤面

KBM±0

ｶｯﾀｰ切断

ｶｯﾀｰ切断

梁G1
水上天端

梁G1
水下天端

屋　根
大波ｽﾚｰﾄ葺き（ﾌｯｸ止め)　
※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

母　屋
φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上
G.PL-6×100×130

梁
φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上胴　縁

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上

胴　縁
φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上
縦部：B.PL-9×100×230
A.BOLT2-M12

外　壁
立上り部：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

柱
φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上
ﾂﾅｷﾞPL-6×D100（2段）
B.PL-12×350×550
A.BOLT6-M16

胴　縁
φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上

柱
φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上
ﾂﾅｷﾞPL-6×D100（2段）

屋　根
大波ｽﾚｰﾄ葺き（ﾌｯｸ止め)　

※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

母　屋
φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上
G.PL-6×100×130

母　屋

梁
φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上

仕切り柵
縦格子：φ12×H720､@150

仕切り柵
φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上

仕切り柵
φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上

縦格子：φ12×H720､@150

柱脚
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

有筋

外　壁
杉板8t縦張り、ｺﾝﾊﾟﾈ12t下地
ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ：GL鋼板
30×25×20×0.6t

床
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上
ｺﾝｸﾘｰﾄ300t　有筋
側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

床
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上
ｺﾝｸﾘｰﾄ300t　有筋
側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

ｹﾗﾊﾞ包み:L360
GL鋼板0.6t×W200×H150程度

谷樋：GL鋼板0.6t×L600加工
受：FB-4.5×32@375

外壁ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ
30×25×20×0.6t

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装40t
撤去
再資源化処理処分

柱脚
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
有筋

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装40t
撤去
再資源化処理処分

仕　上　表

屋　根

外　壁

床

柱

胴　縁

樋

仕切り柵

梁

母　屋

g

大波ｽﾚｰﾄ葺き（ﾌｯｸ止め)　※ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材
ｹﾗﾊﾞ包み：GL鋼板0.6t×W200×H150程度

φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上　縦格子：φ12×17本/1ｽﾊﾟﾝ

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上　G.PL-6×100×130

φ60.5×3.2、ﾒｯｷ仕上
縦部：B.PL-9×100×230、A.BOLT2-M12

谷樋：GL鋼板0.6t加工、受：FB-4.5×32@375
竪樋：VU100（自在ﾄﾞﾚﾝ共）　4ｹ所

i

φ101.6×5.7、ﾒｯｷ仕上　ﾂﾅｷﾞPL-6×D100（2段）
B.PL-12×500×600、A.BOLT6-M16

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上　ｺﾝｸﾘｰﾄ200t、側面：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
柱脚：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

d

b

c

a

h

f

e

杉板8t縦張り、ｺﾝﾊﾟﾈ12t下地、立上り部：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
ｻｲﾄﾞｶﾊﾞｰ：GL鋼板30×25×20×0.6t

既存　矩　計　図　S=1:30
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Ａ

新設　平面図
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S=1:100新設　平面図　
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Ｓ＝１：１００
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２０２２.９新設　立面図
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S=1:100C棟　南面立面図　

S=1:100C棟　北面立面図　

S=1:100新設　西面立面図　

S=1:100新設　東面立面図　
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新設　基礎伏図、基礎詳細図 Ｓ＝１：１００
Ｓ＝１：４０

１６

２０２２.９

KBM±0 KBM±0

既存撤去後
平均地盤面

既存撤去後
平均地盤面

KBM±0

既存撤去後
平均地盤面

KBM±0 KBM±0

既存撤去後
平均地盤面

既存撤去後
平均地盤面

KBM±0

既存撤去後
平均地盤面

K.B.M：±0
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KBM-16
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新設　小屋伏図、屋根伏図
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２０２２.９新設　矩計図 Ｓ＝１：２０

１８

KBM±0 KBM±0

B棟
既存撤去後
平均地盤面

B棟
既存撤去後
平均地盤面

ｷｿ天端 ｷｿ天端

屋根：ﾖﾄﾞﾙｰﾌH=66､0.5t
塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板
CGLCC

梁
塗装溶融亜鉛めっき鋼板2.3t

柱
塗装溶融亜鉛めっき鋼板2.3t

桁
塗装溶融亜鉛めっき鋼板2.3t

胴縁：1.6t
JIS G3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板 CGCC

母屋
塗装溶融亜鉛めっき鋼板2.3t

棟押え

柱
塗装溶融亜鉛めっき鋼板2.3t

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
(再生材)
A-4-15ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

(再生材)
A-4-15

土間
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ押え

柱
塗装溶融亜鉛めっき鋼板2.3t

面取り

面取り

ｻｲｸﾙｽﾍﾟｰｽ(低ﾀｲﾌﾟ)
CRR-400(独立型）

ｻｲｸﾙｽﾍﾟｰｽ(低ﾀｲﾌﾟ)
CRR-400(独立型）

平均
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ断面

壁
ﾖﾄﾞ角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ0.4t（800N型）
JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板
CGLCC

壁
ﾖﾄﾞ角波ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ0.4t（800N型）

JIS G3322 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板
CGLCC

土間ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ
φ6×100×100

Ｂ棟　矩　計　図　S=1:20
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